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自らの手で命を救える
ということ。

そのための知識と技術
を追求する学問です。

外科学は



確かな実力として自身に残る
圧倒的な経験数

外科診療科で研修医一人が経験できる
初診症例は約120～200件/年です。

初学者から一歩ずつ、
確実に臨床力を育て
ます。

身についた実力に応
じて、2年目以降は
徐々に研修医自身に
よる執刀をサポート
します。

外科診療科の研修は、単に手術の研修を
するわけではありません。

術前の診断、外科適応の見極め、周術期
管理から術後の補助療法まで、幅広い研
修を積むことを目標とした、外科内科両
分野にわたるトータルトレーニングです。



2019年軟部外科手術の内訳

肝臓・脾臓・副腎・PSS・膵臓・OHEなど

胃・消化管

胆嚢・総胆管

尿管・膀胱・尿道

体表腫瘤・皮弁・断脚・断指など

会陰ヘルニア・膣腫瘤
肛門の外科など

甲状腺・唾液腺・上皮小体
耳道切除など

上顎・下顎・歯科

胸腺腫
肺腫瘍など

豊富な手術件数とバリエーション
で充実した研修をサポート
HUVTHでは年間800件以上の紹介手術を行ってい
ます。高難度手術だけでなく、研修医にも執刀して
もらうため、難易度の高くない症例も貴重な症例と
して積極的に受け入れています。

2019年

整形/神経外科手術の内訳

前十字靭帯断裂

骨折

股関節脱臼
LCPD

MPL
環軸椎
亜脱臼

整形
その他

DLSS

頸部椎間板ヘルニア

胸腰椎椎間板ヘルニア

神経
その他



✓ 正しい整形/神経学的検査が
身につく

✓ 腫瘍の細胞診に詳しくなる

✓ 画像読影に強くなる

✓ 超音波検査の基礎が身につく

✓ 基礎的な麻酔管理ができる

✓ 低難度手術（OHE・脾臓摘
出術・乳腺切除術など）の執
刀を教員の補助付きでできる
ようになる

２～３年目にできるようになること

✓ 整形・神経疾患の局在診断が
できる

✓ 外科・放射線・化学療法を含
めた腫瘍の総合的な治療プラン
の立案ができる

✓ 麻酔管理（動脈留置・神経ブ
ロックなど）を実践できる

✓ 中難度手術（片側椎弓切除
術・TPLO・胆嚢摘出術・断
指・断脚術など）を執刀できる

✓ 魅力ある学会発表/論文執筆の
ノウハウが身につく

1年目にできるようになること

その他、各個人の経験と興味に応じて積極的な技術習得
をサポートします。



新卒獣医師のキャリアパス（外科系）

1年目：全科研修医

2～３年目：外科専科研修医

麻酔・集中治療科
研修プログラム

日本獣医麻酔外科学会

小動物外科レジデント

大学院進学

臨床重点トラック

臨床系大学教員

（大学病院で診療）

開業・民間診療施設へ
の就職（1次or2次診療）

“獣医になる”という夢を叶えた君へ。
次はどんな夢をめざす？

北大動物医療センターは、各種専門医・認定医※

資格の取得を応援します。
※ 日本小動物外科専門医（JCVS）、米国腫瘍内科学専門医（ACVIM）、アジア腫瘍内科学専
門医（AiCVIM）、日本獣医がん学会認定医（JVCS）、JAHA認定医など



HUVTH外科診療科研修修了生の声

新卒で入局しました。各分野の専門の先
生が多く、親身に指導していただきまし
た。また、先生方にはやるべきことを自
分で考えて診察できるように指導してい
ただき、今でもそれが自分の力になって
います。現在は大学で診療をしながら研
究者をしていますが、きっかけは日本で
もトップレベルの北大で研修医を経験し
たからです。治療や診断が難しい症例を
なんとかしたいという気持ちと、先生方
に対するあこがれがあったからこそ今が
あると思っています。（男性、大学院特
別研究員）

臨床4年目から研修医として5年間HUVTHに勤務しました。研修初年度からでもメス
を握る機会を与えてもらえたことがとてもありがたかったです。常に意識の高い同僚や
上司たちに囲まれて高度な診療技術を学べたこと、学生や後輩獣医師への指導を通して
自分自身の勉強になったこと、手術のみならずプレゼンテーションや論文執筆の指導を
していただいたことなど、あらゆる面において非常に貴重な経験ができたと思います。
特に知識のアップデートのために論文や英書を抵抗なく読めるようになったことは今も
大いに役に立っています。（男性、JCVSレジデント修了、2次診療施設勤務）

臨床４年目から研修医としてHUVTHに5年間勤務しました。
3年間臨床をしていたとはいえ、研修医となり毎日が新しい
経験の繰り返しであると同時に、自分の獣医師としての知
識、経験の未熟さを確認することができました。今現在、
様々な治療選択肢を提示しなければいけない中で、自分自
身で経験した大学病院での診療を提案することができるこ
とに加え、専門医の先生方、大学院生、同僚の研修医など
とチーム一体となって困難な症例に挑戦する日々は現在の
自分自身の大きな力と自信になっています。（男性、
JCVSレジデント修了、2次診療施設勤務）

北大での研修は、症例数が多く、診断から治療まですべてに携
わることができるため、より深く理解することができました。
また、腫瘍科では、腫瘍外科だけでなく、抗がん剤治療や放射
線治療も日々の診療を通して学ぶことができるので、腫瘍症例
に対しての様々な治療法や多くの経験を積むことができたのも
良かったです。（男性、1次診療施設勤務）

卒後すぐにHUVTHの外科および内科研修医として勤務しました。教
員の先生方は研修医の自分の疑問や意見に対してエビデンスに基づい
た考察をしてくれ、一つの症例を通して多くの知識を得ることができ
ました。また、初歩的な手術から難易度の高い手術を目の前で見るこ
とができ、この経験は開業医としての今を支えてくれています。（男
性、1次診療施設開業）

私は開業病院で3年間勤務した後にHUVTHで外科・内科の研修医として勤務し、その後外科
専門医レジデントとなりました。HUVTHでは、各専門分野で教員は分かれていますが、研修
医は外科・内科のみの区分となりますので、多彩な症例が担当でき、高い専門性の中で幅広く
経験を積むことができました。難治症例に対して、紹介状と稟告から各種検査法を絞り込み、
鑑別診断を行うための考え方を学び、手術では器具の取り扱いや皮膚縫合から指導を受けられ
ます。また、HUVTHでは外科専門医資格のためのレジデントプログラムに入ることも可能な
ので、さらに専門的な研修を積むこともできます。私にとって、これらの時間を意識の高い同
年代の研修医仲間や大学院生と学び合える時間も貴重でした。（男性、JCVSレジデント修了、
JAHA認定医取得、大学臨床系教員）

2年間外科および内科診療科にて研修医として従事しました。新卒採⽤であり⾃⾝の症例はも
ちろん症例検討会や教員や他の先⽣⽅とのディスカッションを通して学ぶことは⾮常に多く、
とても充実した期間を過ごせました。専⾨性の⾼い先⽣⽅と意識レベル⾼い同僚やスタッフに
囲まれたおかげで⾃⾝の学習意欲も⾼く維持でき、診察時間外にも教科書や論⽂を通して多く
の事を学びつつ執筆活動も指導していただきました。腫瘍専攻ですが外科内科を通して⾃⾝の
臨床獣医師としての基礎は北海道⼤学の研修期間にあり、得られた知識経験は海外でも通⽤す
るものでした。（男性、ACVIM専門医取得、海外2次診療施設勤務）

さまざまな進路先で活躍する



HUVTH外科診療科研修プログラム

応募先

huvth-recruit@vetmed.hokudai.ac.jp

詳しくは下記ウェブサイトをご覧ください

https://www.vetmed.hokudai.ac.jp/VMTH/recruit/
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